
附
属
大
濠
高
等
学
校
に
併
設
さ
れ
た
附
属
大
濠
中
学
校
の

開
校
式
お
よ
び
第
一
回
入
学
式
は
、
四
月
五
日
午
前
十
時
か

ら
、
新
入
生
八
十
九
人
を
は
じ
め
、
父
母
、
来
賓
、
本
学
関

係
者
な
ど
約
四
百
人
が
出
席
し
、
附
属
大
濠
高
等
学
校
第
一

体
育
館
で
挙
行
さ
れ
た
。
開
校
式
は
、
開
式
の
辞
、
国
歌
斉

唱
に
続
き
、
川
合
学
校
法
人
福
岡
大
学
理
事
長
が
「
学
校
法

人
福
岡
大
学
は
、
附
属
高
校
お
よ
び
市
民
の
熱
い
要
望
に
応

え
、
附
属
中
学
校
を
創
設
し
た
。
六
ヵ
年
と
い
う
ゆ
と
り
の

中
で
、
大
い
に
学
び
、
体
力
の
限
り
を
尽
く
し
て
幅
広
い
活

動
を
希
求
し
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述

べ
た
。
そ
し
て
福
岡
県
知
事
の

祝
辞
、
福
岡
市
長
祝
電
披
露
に

続
い
て
中
学
校
設
置
報
告
が
行

わ
れ
た
。
中
学
校
の
入
学
式
は
、

近
藤
校
長
の
新
入
生
へ
の
こ
と

ば
で
始
ま
り
、
同
校
長
が
「
初

心
を
忘
れ
ず
努
力
す
る
こ
と
。

ま
た
、
聴
く
姿
勢
と
メ
モ
を
と

る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
福
岡
県
私
学

協
会
会
長
な
ら
び
に
石
田
福
岡

大
学
長
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
が

あ
り
、
中
学
校
担
当
教
員
の
紹

介
、
新
入
生
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
校
歌
が
演
奏
さ
れ
式
は

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

開
校
以
来
48

年
、
同
窓
会
員

の
数
は
３
万
名

に
及
ぼ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
我
々
大
濠

に
も
中
学
校
が
開
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
新
し
い
仲
間
を
迎
え
る
と
と
も
に

そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
が
し
ま
す
。
よ
く
、
学
校
と
同
窓
会
を

車
の
両
輪
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
が
、
も
っ
と
細
か
に
申

し
ま
す
と
、
同
窓
会
と
父
兄
後
援
会
を
両
輪
に
し
て
、

そ
の
牽
引
車
と
な
る
の
が
学
校
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
私
ど
も
教
職
員
、
事
務
職
員
、
在

校
生
が
一
致
団
結
し
て
、　
天
下
に
双
び
無
き

"  大
濠
人

"  
を
育
成
し
て
ゆ
く
た
め
、
忍
び
寄
る
私
学
の
冬
の
時

代
を
生
き
抜
く
た
め
、
さ
ら
に
大
濠
高
校
が
全
国
の
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
と
競
い
合
う
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
牽
引

車
の
役
を
果
た
す
べ
く
、
今
こ
そ
立
ち
上
が
ら
ね
ば
と

意
を
堅
く
し
て
い
る
次
第
で
す
。
同
窓
会
諸
兄
の
、
今

後
益
々
ご
活
躍
あ
ら
ん
こ
と
を
祈
念
し
て
ご
挨
拶
の
言

葉
と
致
し
ま
す
。

第 3 0 号 （ 通 算 3 4 号 ）

1

所
も
か
な
り
把
握
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
各
支
部
、

卒
回
、
ご
と
に
こ
の
名
簿
を
最
大
限
利
用
し
、
学
年
を

越
え
た
交
流
を
図
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
同
窓
会

に
発
展
さ
せ
、
ま
た
、
唯
一
の
中
高
一
貫

男
子
校
と
し
て
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
濠
高
校
も
や
が
て
創
立
50

周
年
を
目
前
に
控
え
、
今
年
４

月
か
ら
は
大
濠
中
学
が
約
40
年

ぶ
り
に
そ
の
形
態
を
か
え
て
復

活
、
新
設
さ
れ
、
中
高
一
貫
し
た
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
教

育
が
な
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
に
お

き
ま
し
て
は
、
支
部
の
数
も
増
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
様
々
な
活

動
が
さ
れ
、
ま
こ
と
に
う
れ
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
た
だ

残
念
な
こ
と
は
、
同
窓
会
活
動
が
全
会
員
に
ま
で
浸
透
し
て

い
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
た
び
28
年
ぶ
り
に
同
窓
会
名
簿
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
住
所
が
不
明
だ
っ
た
方
の
住
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第
43
回
同
窓
会
総
会

今
年
度
の
同
窓
会
総
会
、
懇
親
会
は
平

成
８
年
５
月
18
日
（
土
）
午
後
６
時
か
ら

福
岡
国
際
ホ
ー
ル
（
西
日
本
新
聞
会
館
16

階
）
で
行
い
ま
す
。

会
費
は
５
千
円
で
パ
ー
テ
ィ
ー
券
は
、
各

学
年
の
理
事
が
持
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
前
も
っ
て
購
入
で
き
な

か
っ
た
方
は
、
当
日
受
付
で
も
販
売
い
た

し
ま
す
。

総
会
で
は
、
平
成
７
年
度
の
事
業
報
告
及

び
決
算
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
平
成
８
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案

を
審
議
い
た
し
ま
す
。

第
２
部
は
懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

美
し
い
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
の
皆
さ
ん
が
勢
ぞ

ろ
い
し
て
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
趣
向
を
凝
ら
し
て
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

旧
友
と
の
久
し
ぶ
り　
の　
再
会
に　
話
が
弾
み
、

き　
っ　
と　
満　
足　
し　
て　
頂　
け　
る　
こ　
と　
と
思　
い　
ま

す
。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
旧
職
員
・
現
職
の
先

生
方
に
も
、
た
く
さ
ん
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
１
人
で
も
多
く
の
会
員
に
出

席
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

誘
い
あ
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
名
簿
が
完
成
し
ま
し
た
。
大
き
さ

は
A
４
版
、
ペ
ー
ジ
数
は
７
６
６
ペ
ー
ジ

で
す
。
１
部
５
千
円
（
送
料
と
も
）
で
販

売
い
た
し
ま
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方

は
同
窓
会
室
大
内
田
氏

（
電
話
、
０
９
２

７
１
４

１
６
８
１
）　
へ

申
し
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
５
月
18
日　
（
土
）　
の
同
窓
会
総

会
・
懇
親
会
の
会
場
で
も
販
売
い
た
し
ま

す
。

今
回
の
名
簿
は
会
員
数
が
前
回
発
行
時
に

比
べ
て
増
加
し
て
い
る
の
で
見
や
す
さ
を

重
点
に
編
集
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
会

員
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
、
会
員
の
親
睦

と
同
窓
会
の
発
展
に
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

18
歳
人
口
の
減
少
で
、
「
広
き
門
」
と
い

わ
れ
て
い
る
大
学
入
試
で
あ
る
が
、
実
際

に
は
厳
し
い
現
実
が
あ
る
。
大
濠
の
生
徒

が
第
一
志
望
に
か
か
げ
る
、
い
わ
ゆ
る
上

位
校
は
相
変
わ
ら
ず
「
狭
き
門
」
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
現
実
の
中
で
み
れ
ば
、
今
年

の
浪
人
も
含
め
た
進
学
実
績
は
な
か
な
か

の
好
成
績
で
あ
っ
た
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。

九
州
大
学
36
名
、
西
南
１
２
５
名
は
過
去

最
高
。
防
衛
大
26
名
は
全
国
一
。
関
関
同

立
１
３
７
名
は
も
ち
ろ
ん
過
去
最
高
の
数

字
で
あ
る
。
そ
の
他
、
一
橋
、
大
阪
大
、

東
北
、
北
大
、
神
戸
な
ど
に
も
現
役
の
合

格
者
を
だ
し
た
。

主
な
合
格
実
績
は
次
の
通
り
で
す
。

九
州
大
学
36
名
、
九
州
工
業
大
学
26
名
、

熊
本
大
学
19
名
、
東
京
大
学
1
名
、
大
阪

大
学
２
名
、
北
海
道
大
学
１
名
、
東
北
大

学
１
名
、
神
戸
大
学
１
名
、
広
島
大
学
３

名
、
防
衛
大
26
名
、
福
岡
大
学
４
２
６
名
、

西
南
学
院
大
学
１
２
５
名
、
九
州
産
業
大

学
１
３
０
名
、
早
稲
田
大
学
13
名
、
慶
応

義
塾
大
学
７
名
、
立
教
大
学
７
名
、
明
治

大
学
27
名
、
法
政
大
学
10
名
、
中
央
大
学

10
名
、
上
智
大
学
５
名
、
東
京
理
科
大
学

12
名
、
同
志
社
大
学
29
名
、
立
命
館
大
学

60
名
、
関
西
学
院
大
学
17
名
、
関
西
大
学

31
名今

年
二
月
六
日
、
大
濠
高
等
学
校
国
語

科
の
石
橋
勝
徳
先
生
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
、
検
査
の
た
め
に
福
岡
大
学

筑
紫
病
院
に
入
院
、
再
び
教
壇
に
立
つ
こ

と
な
く
五
十
三
歳
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
ま

し
た
。
昭
和
四
十
年
着
任
以
来
、
全
て
真

正
面
か
ら
取
り
組
む
誠
実
な
人
柄
は
、
全

て
の
職
員
・
生
徒
の
敬
慕
を
集
め
、
石
橋

先
生
の
あ
ま
り
に
も
突
然
の
夭
折
に
全
校

が
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
バ
レ
ー
部
の
顧
問
な
ど
を
歴
任
、

昭
和
六
十
三
年
か
ら
は
生
徒
課
主
事
と
し

て
激
務
の
七
年
間
を
終
え
、
や
っ
と
念
願

の
担
任
に
復
帰
で
き
た
喜
び
を
告
白
し
た

矢
先
の
死
で
あ
り
ま
し
た
。
石
橋
先
生
の

現
世
で
の
ご
苦
労
に
敬
意
を
表
し
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

中
学
校
の
開
校
、
古
き
良
き
時
代
を
知

る
諸
氏
に
は
「
大
濠
中
学
」
の
名
は
懐
か

し
い
響
き
で
あ
ろ
う
と
推
察
申
し
あ
げ
ま

す
。
ま
も
な
く
迎
え
る
創
立
50
周
年
に
あ

た
り
、
同
窓
会
で
は
約
20
年
ぶ
り
に
会
員

名
簿
を
発
刊
し
ま
し
た
。
わ
が
母
校
も
新

た
な
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

先
輩
方
が
築
か
れ
た
伝
統
を
踏
ま
え
、
や

は
り
我
々
も
「
変
わ
ら
な
き
ゃ
」
と
い
う

心
境
で
す
。
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
が
、
ご
覧
の
よ
う
に
「
大
濠
人
」
も
紙

面
を
刷
新
い
た
し
ま
し
た
。
新
聞
と
い
う

よ
り
会
報
と
い
う
体
裁
に
な
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
不
定
型
だ
っ
た
も
の
を
定
型
に

し
ま
し
た
の
で
、
保
存
に
は
便
利
か
と
存

8
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同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
の
お
知
ら
せ

同
窓
会
名
簿
の
ご
案
内

平
成
８
年
度
大
学
入
試
結
果

訃
報　
・　
石
橋
勝
徳
先
生
逝
く

編

集

後

記



大
濠
つ
つ
じ
会
、
早
い
も
の
で
発
足
以

来
六
度
目
の
総
会
が
平
成
７
年
９
月
９
日

久
留
米
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。
会
に
は
学

校
側
か
ら
長
谷
前
校
長
先
生
を
は
じ
め
諸

先
生
方
、
同
窓
会
本
部
か
ら
吉
開
副
会
長

ほ
か
役
員
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
同
窓
生

約
五
十
名
の
参
加
を
得
、
無
事
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
大
濠
つ
つ
じ
会

が
も
っ
と
も
盛
り
上
が
っ
た
の
は
、
母
校

野
球
部
の
甲
子
園
出
場
の
時
と
思
い
ま
す
。

寄
付
金
集
め
は
大
変
で
し
た
が
、
心
よ
く

賛
同
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
暫
く
の
ご
無

沙
汰
を
埋
め
る
良
い
機
会
で
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
甲
子
園
球
場
ア
ル
プ
ス
ス
タ

ン
ド
で
の
応
援
で
は
入
場
行
進
で
の

"  
福

岡
代
表
、　
福
岡
大
学
附
属
大
濠
高
等
学
校
"

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
思
わ
ず
拍
手
、
胸
に
こ

み
あ
げ
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
あ
の
感
激
を
も
う
一
度
分
か
ち
合
い
、

大
濠
つ
つ
じ
会
の
益
々
の
充
実
を
は
か
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

ガ
ン
バ
レ
中
野
監
督

フ
レ
ー
フ
レ
ー
野
球
部

大
濠
つ
つ
じ
会
　
深
町
中
要

平
成
７
年
の
関
東
支
部
の
活
動
状
況
を
報

告
い
た
し
ま
す
。

（
１
）
２
月
８
日
（
水
）
関
東
支
部
新
年
会

ー
銀
座
「
銭
形
」
に
て
ー

（
２
）
７
月
26
日
（
水
）
関
東
支
部
役
員
会

ー
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
し
の
ざ
き
」
に
て
ー　

・
平
成
７
年
の
活
動
予
定
等
に
つ
い
　

て
協
議

・
各
部
活
の
全
国
大
会
出
場
応
援
体

制
に
つ
い
て
協
議

・
総
会
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
策
定
に
つ

い
て
協
議

（
３
）
８
月
23
日
（
水
）
関
東
支
部
役
員
会

ー
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
し
の
ざ
き
」
に
て
ー

・
総
会
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
策
定
に
つ
　

い
て
協
議

（
４
）
９
月
13
日
（
水
）
関
東
支
部
役
員
会

ー
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
し
の
ざ
き
」
ー

・
総
会
の
案
内
ハ
ガ
キ
の
発
送
に
関

す
る
協
議

・
招
待
恩
師
の
決
定
（
野
田
先
生
）

（
５
）
10
月
11
日
（
水
）
関
東
支
部
役
員
会

ー
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
し
の
ざ
き
」
ー

・
ハ
ガ
キ
の
回
収
状
況
報
告

・
欠
席
者
な
ら
び
に
未
回
答
者
へ
の

電
話
作
戦
に
よ
る
勧
誘

・
総
会
時
の
備
品
の
確
認

・
総
会
時
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　

確
認

・
資
料　
（
会
計
報
告
書
な
ど
）　
の
確
認　

（　
６　
）　
10
月
21  
日　
（　
土
）　
第
13
回　
関
東
支
部
総

会

ー
銀
座
の
「
中
央
会
館
」
ー

・
恩
師
の
野
田
先
生
を
始
め
多
く
の

来
賓
及
び
関
東
支
部
会
員
約
60
名
　

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
７
）
11
月
15
日
（
水
）
関
東
支
部
役
員
会

ー
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
し
の
ざ
き
」
ー

・
第
13
回
関
東
支
部
総
会
の
反
省
会

・
次
年
度
以
降
の
活
動
方
針
に
つ
い

て
の
協
議

（
８
）
２
月
14
日
（
水
）
関
東
支
部
役
員
会

ー
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
し
の
ざ
き
」
ー

・
平
成
８
年
新
年
会

※
支
部
役
員
会
の
会
場
が
”
ア
ー
ト
　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
し
の
ざ
き
」”
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
前
支
部
長
の
篠

支部だより

大
濠
つ
つ
じ
会

関

東

支

部

第 3 0 号 （ 通 算 3 4 号 ）
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）



既
に
全
国
に
名
を
馳
せ
て
久
し
い
本
校

剣
道
部
が
一
昨
年
に
続
い
て
、
ま
た
し
て

も
全
国
を
制
覇
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
は
今
回
で
六
度
目
。

黒
木
貞
光
先
生
が
剣
道
部
の
面
倒
を
み
ら

れ
て
か
ら
も
準
優
勝
・
ベ
ス
ト
８
・
優
勝

と
輝
か
し
い
戦
績
を
残
し
て
い
る
が
、
今

回
二
回
目
の
優
勝
で
そ
の
確
か
な
伝
統
が

う
ま
れ
た
。
強
豪
ひ
し
め
く
福
岡
県
を
勝

ち
抜
い
た
チ
ー
ム
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

リ
ー
グ
、
関
西
創
価
、
柳
井
工
業
を
下
し
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
す
す
ん
だ
。
巣
鴨

商
業
、
三
養
基
を
下
し
準
決
勝
の
相
手
は

強
豪
西
大
寺
。
し
か
し
大
濠
の
勢
い
は
止

ま
ら
ず
４
対
１
。
決
勝
の
和
歌
山
東
も
４

対
１
と
下
し
、

優
勝
旗
を
手
に

し
た
。

ま
た
個
人
戦
で

も
森
大
樹
君
が

準
優
勝
を
勝
ち

と
る
快
挙
を
み

せ
た
。
今
や

「
大
濠
の
剣
」

は
天
下
無
敵
で

あ
る
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
本
校
創
立
当
初
か

ら
活
動
を
始
め
、
現
在
ま
で
四
十
余
年
の

伝
統
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
部
員

数
十
八
名
と
少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
監

督
の
大
賀
先
生
の
も
と
、
日
々
練
習
に
励

ん
で
お
り
ま
す
。
さ
て
、
去
る
三
月
二
十

日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
東
京
代
々
木
国
立

競
技
場
第
一
体
育
館
で
「
第
二
十
七
回
全

国
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大

会
」
（
通
称
、　
春
高
バ
レ
ー
）　
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
福
岡

県
の
代
表
と
し
て
、
こ
の
大
会
に
初
出
場

し
ま
し
た
。
過
去
に
も
幾
度
か
出
場
の
チ

ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
し
た

が
、
あ
と
一
歩
の
と
こ

ろ
で
涙
を
の
ん
で
き
た

だ
け
に
今
回
の
出
場
は

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
東
京
で
の
試

合
の
経
過
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

一

回
戦
、　
本
校
は
シ
ー
ド
で
、　
２
回
戦
か
ら
の

出
場
で
し
た
。
初
戦
の
相
手
は
東
京
代
表

の
東
海
大
菅
生
高
校
で
、
２
ー
１
で
勝
っ

た
も
の
の
会
場
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
た

よ
う
で
本
来
の
実
力
が
出
し
切
れ
ず
不
本

意
な
試
合
で
し
た
。

３
回
戦
は
埼
玉
県
代
表
の
伊
奈
学
園
総
合

高
校
が
相
手
。
次
第
に
会
場
の
雰
囲
気
に

も
慣
れ
、
主
将
の
大
渕
以
下
、
選
手
た
ち

が
本
来
の
力
に
戻
っ
て
き
た
よ
う
で
、
２

ー
０
で
勝
利
を
お
さ
め
ま
し
た
。
続
く

準
々
決
勝
は
宮
城
県
代
表
の
東
北
高
校
と

の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
試
合
も
勢

い
は
本
校
に
あ
り
ま
し
た
。
１
セ
ッ
ト
取

ら
れ
は
し
た
も
の
の
、
２
ー
１
で
こ
の
試

合
に
も
勝
利
。
熊
本
県
代
表
の
鎮
西
高
校

と
の
準
決
勝
に
コ
マ
を
進
め
ま
し
た
。
鎮

西
高
校
は
今
大
会
の
優
勝
候
補
で
、
本
校

は
昨
年
暮
れ
の
九
州
大
会
で
対
戦
し
ま
し

た
が
力
及
ば
ず
敗
退
し
ま
し
た
。
今
回
が

二
回
目
の
対
戦
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

三
ー
０
で
勝
利
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
結
果
、
本
校
は
第
三
位
と
な
り
胴
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

以
上
が
今
回
の
春
高
バ
レ
ー
の
試
合
経
過

で
す
。
し
か
し
こ
の
大
会
は
本
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
名
を
全
国
的
に
知
ら
し
め
る

絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
、
今
後
解
決
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
課
題
も
多
く
あ
る
こ
と
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
に
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
、
さ
ら
に
練
習
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
に
ご
声
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
副
顧
問
　
米
谷
　
純
）

大
濠
中
学
・
高
校
と
同
期
（
中
学
・
高
校

一
回
生
）
の
村
上
正
人
氏
（
雅
号
・
冬
光
、

第
２
代
同
窓
会
会
長
）　
と　
・　
柴
田
博
康
氏

（
雅
号
・
牧
雨
、
大
濠
高
校
教
諭
）
、
の
書

展
「
還
暦
二
人
展
」
が
平
成
７
年
８
月
８

日
〜
13
日
、
西
日
本
新
聞
社
の
後
援
に
よ

っ
て
福
岡
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。

二
人
は
学
生
時
代
、
当
時
大
濠
の
教
壇
に

立
た
れ
て
い
た
白
水
谷
東
先
生
（
故
人
）

に
、
書
芸
術
の
開
眼
を
遂
げ
ら
れ
、
現
在
、

白
水
先
生
の
遺
志
を
継
ぎ
、
古
光
書
道
会

を
運
営
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
二
人
が
還

暦
を
迎
え
ら
れ
、

「
二
人
展
」
の
開
催

と
な
っ
た
。
二
人
の

墨
痕
あ
ざ
や
か
な
作

品
に
し
ば
し
の
涼
を

得
た
。

2
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催
さ
れ
る
。



生
で
構
成
す
る
こ
と
で
、
東
海
支
部
と
名

称
を
決
め
ま
し
た
。
平
成
７
年
発
足
に
あ

た
り
住
所
判
明
の
51
名
で
構
成
。

会
の
発
足
は
大
阪
か
ら
平
成
６
年
７
月

名
古
屋
へ
転
勤
し
た
私
（
第
１
回
卒
生
）

が
名
古
屋
在
住
の
同
窓
生
に
挨
拶
状
を
出

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
第
４
回
卒

業
の
服
部
氏
（
今
回
、
事
務
局
を
し
て
い

た
だ
く
）　
か
ら
さ
っ
そ
く
、　「
今
日
福
岡
県

人
会
有
志
会
が
あ
る
か
ら
来
て
く
だ
さ
い
」

と
の
電
話
。
出
席
す
る
と
、
大
濠
出
身
者

の
藤
崎
氏
（
第
３
回
）
も
出
席
し
て
お
り
、

そ
れ
か
ら
数
回
の
酒
の
席
で
次
第
に
同
窓

生
が
分
か
っ
て
来
て
、
今
回
の
発
足
と
な

り
ま
し
た
。

大
阪
で
も
関
西
支
部
発
足
時
に
会
長
を
し
、

今
回
の
東
海
支
部
発
足
で
、
ま
た
、
会
長

と
い
う
こ
と
で
全
く
名
誉
な
こ
と
と
感
激

し
て
お
り
ま
す
。
博
多
か
ら
東
海
地
方
へ

来
る
人
は
少
な
い
で
す
が
、
同
窓
生
で
分

か
ら
な
い
人
が
多
数
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
連
絡
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
校
時
代
の
思
い
出
を
語

り
合
い
、
日
常
の
仕
事
の

ス
ト
レ
ス
を
取
り
去
る
こ

と
で
、
お
互
い
に
ス
カ
ッ

ト
し
た
気
分
に
な
り
ま
す

よ
！
博
多
を
離
れ
た
人
の

方
が
故
郷
を
思
い
、
母
校

を
思
う
気
持
は
強
く
な
る

も
の
で
す
。
連
絡
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先

■
事
務
局
　
服
部
明
信
（
第
４
回
卒
業
）

〒
４
８
５
　
小
牧
市
村
中
26

３
　

電
話
０
５
６
８

76

１
７
５
６

73

７
５
３
０
　

■
会
長
　
隅
田
博
（
第
１
回
卒
業
）

〒
４
６
０

名
古
屋
市
千
種
吹
上
１

４

１

日
産
プ
リ
ン
ス
名
古
屋
内

電
話
０
５
２

７
４
１

５
２
６
３
　

■
毎
月
第
３
週
木
曜
日
　
大
濠
サ
ロ
ン
と

し
て
集
ま
る
場
所

名
古
屋
市
中
区
栄
４

14

15

B
A
R  
「
ま
す
み
」　（
中
日
ビ
ル
の
近
く
）

電
話
０
５
２

２
６
１

２
５
５
０

第
３
回
卒
業
の
藤
崎
氏
の
関
係
先
で
お
世

話
頂
い
た
の
で
格
安
、
19
時
〜
23
時
自
由

に
集
ま
っ
て
、
自
由
に
帰
る
気
楽
な
会
で

飲
み
放
題
・
会
費
４
千
円

（
福
岡
大
濠
同
窓
会
市
役
所
支
部
）

"  
平
成
７
年
度
鶴
友
会
総
会
開
く
"  

平
成
７
年
12
月
１
日
午
後
６
時
か
ら

「
平
和
楼
本
店
で
平
成
７
年
度
の
鶴
友
会
総

会
が
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
部

と
し
て
今
回
の
総
会
で
は
平
成
６
年
度
決

算
報
告
、
７
年
度
の
予
算
案
を
議
決
し
た

あ
と
役
員
改
正
で
は
、
長
い
間
会
計
監
事

を
さ
れ
た
牟
田
明
己
先
輩
を
は
じ
め
土
斐

崎
誠
先
輩　
（
２
回
生
）
、　
常
任
幹
事
の
朝
長

俊
之
（
３
回
生
）
先
輩
が
退
任
さ
れ
、
新

し
い
会
計
監
事
に
は
俵
秀
明
さ
ん
（
７
回

生
）
塩
津
嘉
裕
希
さ
ん　
（
８
回
生
）
を
、

ま
た
、
藤
野
忠
臣
さ
ん　
（
８
回
生
）　
を
常
任

幹
事
に
選
出
し
承
認
を
受
け
ま
し
た
。
第

２
部
の
懇
親
会
で
は
松
尾
元
治
会
長
が
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
あ
と
来
賓
と
し
て
福
岡

市
助
役
井
口
雄
哉
氏
の
挨
拶
、　
長
谷
暢
男
前

校
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た　（
な
お
鶴
友
会

へ
の
来
賓
名
簿
は
後
記
の
と
お
り
）
。
鶴
友

会
初
代
会
長
井
村
武
人
氏
、　
第
２
代
会
長

末
次
充
氏
も
参
加
を
い
た
だ
き
、
総
勢
70

名
の
盛
会
で
あ
り
ま
し
た
。
鶴
友
会
の
懇

親
会
は
和
気
あ
い
あ
い
の
盛
り
上
が
り
を

み
せ
、
最
後
に
全
員
が
肩
を
組
み
「
大
濠

高
校
校
歌
」　
を
合
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

来
賓
名
簿

福
岡
市
助
役
・
井
口
雄
哉
　

前
　
校

長
・
長
谷
暢
男

教
　
　
　

頭
・
徳
王
謙
治
　

教

務

主

事
・
家
宇
治
輝
太
朗

生

徒

主

事
・
山
下
敬
輔

事
　
務
　
長
・
藤
田
英
司

事

務

室

長
・
窪
田
修
身

元
　
教
　
諭
・
帆
足
行
敏

前

事

務

長
・　
平
川
俊
輔

市
議
会
議
員
・
大
神
研
裕

中
原
貢

鬼
塚
敏
満

保
坂
逸
朗

川
口
浩

同
窓
会
会
長
・
原
維
宏

会

長

代

行
・
安
藤
文
六

副
　
会
　
長
・
山
下
矩
生

郡
田
紀
久
雄

吉
開
允
彦

小
松
健

大
野
治
憲

役
員

顧
　
　
　

問
・
井
村
武
人

顧
　
　
　

問
・
末
次
充

会
　
　
　

長
・
松
尾
元
治

副
　
会
　
長
・
川
嶋
武
司

税
田
観
吉

事

務

局

員
・
大
内
田
美
幸
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崎
邦
夫
氏
（
第
３
回
生
）
が

経
営
さ
れ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
、
閉
店
後
の
お
疲
れ
の
と

こ
ろ
に
も
か
か
わ
ら
ず
気
持

ち
良
く
財
政
困
難
な
関
東
支

部
の
た
め
に
会
場
を
提
供
し

て
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

素
晴
し
い
展
示
品
が
役
員
会

を
常
に
豪
華
な
雰
囲
気
に
し

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

こ
こ
に
集
ま
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。
在
福
の
方
や
東
京

に
出
ら
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
電
話
０
３

３
５
３
５

７
６
６
８
・

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
し
の
ざ
き
」）

以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
平
成
７
年
度

は
役
員
各
位
多
忙
で
な
か
な
か
役
員
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
本
部
は
じ
め

多
く
の
方
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
総
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
の
で
事
務
局
と
し
て
は
ホ
ッ
と
し
て

お
り
ま
す
。
来
年
は
、
積
極
的
に
役
員
会

を
開
催
し
、

新
し
い
企
画
を
次
々
に
打
ち
出
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
関
東
支
部
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

関
東
支
部
事
務
局
長

原
田
和
慶
（
13
回
生
）

筑
紫
野
市
役
所
舞
鶴
会
新
年
会
開
く

筑
紫
野
市
役
所
舞
鶴
会
（
会
長
忍
田
雄
三

氏
９
回
生
）
は
１
月
12
日
（
金
）
午
後
６

時
30
分
か
ら
、
福
岡
市
中
央
区
大
名
の
セ

ポ
ム
大
名
店
で
、
新
年
会
を
開
き
ま
し
た
。

同
窓
会
本
部
か
ら
は
吉
開
・
平
嶋
両
副
会

長
が
出
席
し
20
名
の
参
加
が
あ
り
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

筑
紫
野
市
役
所
鶴
友
の
会
員
は
現
在
25
名

で
す
。
仕
事
の
面
で
も
会
員
同
士
連
携
し

て
お
り
活
発
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
８
年
３
月
15
日
（
金
）
に
第
７
回

筑
紫
支
部
総
会
を
太
宰
府
市
「
山
賊
鍋
」

で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
何
か
楽
し
い

総
会
に
し
た
い
と
総
会
の
前
に
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
事
務
局
も
加

わ
っ
て
約

30
名
が
、

午
後
6
時

か
ら
太
宰

府
J
ボ
ー

ル
で
腕
を

競
い
ま
し

た
。
7
時

30
分
か
ら

会
場
の
「
山
賊
鍋
」
で
総
会
を
開
催
。
長

谷
前
校
長
、
浅
田
先
生
を
は
じ
め
久
留
米

支
部
か
ら
も
友
情
参
加
が
あ
り
、
約
50
名

で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
参
加

さ
れ
た
皆
様
方
に
は
、
こ
の
紙
上
を
お
借

り
し
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
来
年
も
楽
し
い
筑
紫
支
部
総
会
を
企
画

し
た
い
と
役
員
一
同
張
り
切
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

筑
紫
支
部
長
　
中
島
　
弘
道

同
窓
会
東
海
支
部
設
立
に
あ
た
っ
て

第
１
回
設
立
総
会　
・　
平
成
７
年
11
月
25

日
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
に
て
前
高
校
事
務

長
の
平
川
氏
の
他
、
福
岡
本
部
、
関
東
支

部
、
関
西
支
部
か
ら
計
７
名
を
迎
え
、
会

員
21
名
の
出
席
で
発
足
式
を
開
催
し
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
校
歌
を
歌
い
楽
し
み
ま

し
た
。

会
員
は
愛
知
県
、
静
岡
県
、
岐
阜
県
、

三
重
県
、
の
４
県
に
在
住
し
て
い
る
同
窓

4

舞

鶴

会

筑

紫

支

部

東

海

支

部

支部だより
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平
成
７
年
１
月
14
日
、
突
然
襲
っ
た
大
震
災
に
15
年
目

を
迎
え
た
関
西
支
部
も
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
事

務
局
で
被
害
状
況
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
各
地
で
電

話
が
不
通
と
な
り
交
通
網
も
寸
断
さ
れ
、
正
し
く
陸
の
孤

島
で
し
た
。
そ
れ
で
も
同
窓
生
か
ら
の
相
互
連
絡
が
除
々

に
取
れ
始
め
、
家
屋
の
半
壊
や
家
内
の
混
乱
は
あ
り
ま
し

た
が
、
ほ
ぼ
会
員
の
安
否
が
確
認
さ
れ
、
皆
で
無
事
を
喜

び
合
い
ま
し
た
。

本
部
を
始
め
多
方
面
か
ら
安
否
の
問
い
合
わ
せ
が
事
務
所

に
あ
り
、
皆
様
の
暖
か
い
心
遣
い
に
胸
に
迫
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
大
濠
人
で

"  
関
西
支
部
の
仲
間
に
義
援
金
を
"

の
呼
び
掛
け
が
あ
り
、
本
部
の
役
員
の
皆
様
を
先
頭
に
心

暖
ま
る
多
額
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
ご
厚
志
に
報

い
る
べ
く
再
三
の
役
員
会
を
開
催
、
義
援
金
は
神
戸
在
住

者
と
し
、
特
に
役
員
等
同
窓
会
の
協
力
者
（
年
会
費
納
入

者
）
優
先
と
し
て
神
戸
会
員
32
名
の
皆
様
に
送
ら
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

７
月
に
15
回
総
会
が
開
催
さ
れ
長
谷
前
校
長
先
生
、
原
会

長
、
斉
藤
関
東
支
部
長
、
有
信
会
の
方
々
の
来
賓
を
迎
え

た
席
上
、
重
本
支
部
長
よ
り
、
こ
の
度
の
義
援
金
の
謝
辞

が
あ
り
、
事
務
局
よ
り
そ
の
決
算
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

被
災
地
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
お
礼
の
手
紙
や
ハ
ガ
キ

を
当
日
会
場
に
掲
示
し
、
そ
の
当
時
の
状
況
や
大
濠
人
の

温
か
さ
が
、
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
来
て
感
動
を
呼
び
ま

し
た
。
震
災
か
ら
早
１
年
、
JR
や
私
鉄
線
や
新
幹
線
も
復

旧
し

"  ガ
ン
バ
ロ
ー
神
戸
"
の
も
と
、
力
強
い
復
興
へ
の
槌

音
が
聞
こ
え
、
私
共
に
も
よ
う
や
く
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
義
援
金
を
受
け
ら
れ
た
中
に
は
半
数

以
上
の
方
が
ま
だ
一
度
も
同
窓
会
に
顔
を
見
せ
て
お
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
の
善
意
が
そ
の
人
達
に
と
っ
て
一
つ
の
糸

口
と
な
り
、
関
西
支
部
の
新
し
い
１
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。

"  
転
災
為
福
"
天
か
ら
授
か

っ
た
試
練
に
耐
え
て
大
濠
人
の
暖
か
さ
と
幸
せ
を
感
じ
た

１
年
で
し
た
。
明
け
て
今
年　
は　
「　
子
年　
」
。
ね
ず
み
に
は
古

来
よ
り

"  
福
の
神
"
"  

大
黒
天
の
使
者
"
と
い
う
、
お
め
で

た
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越
え

て
素
晴
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
願
う
と
共
に
関
西
の
大

濠
人
は
ま
さ
に
今
「
走
ら
ん
か
」
で
す
。

﹇
支
部
活
動
状
況
﹈

95
、
４
月

土
曜
サ
ロ
ン
　
　
（
ホ
テ
ル
コ
ン
ソ
ル
ト
）

６
月

土
曜
サ
ロ
ン
　
　
（
ホ
テ
ル
コ
ン
ソ
ル
ト
）

７
月

第
15
回
支
部
総
会
（
大
阪
弥
生
会
館
）

10
月

土
曜
サ
ロ
ン
　
　
（
ホ
テ
ル
コ
ン
ソ
ル
ト
）

11
月

紅
葉
狩
り
　
　
　
（
箕
面
公
園
）

12
月

忘
年
会
　
　
　
　
（
が
ん
こ
寿
司
）

96
、
2
月

新
年
会
　
　
　
　
（
寿
扇
）

事
務
局
変
更
　
西
川
信
義
（
10
回
卒
）

電
　
話
０
６

９
４
９

３
２
９
１

F
A
X
０
６

９
４
９

３
２
９
０

6

第 3 0 号 （ 通 算 3 4 号 ）

被災地の
同窓生からの手紙

阪神大震災の
その後

関西支部報告


